
・専門性を活かし、

　サービスの品質向上と

　顧客の信頼を高める

・個人とチームの力を活かし、

・健診・再検査の受診支援・ ・健診受診率・ ・再検査・精密検査受診率 ・健診有所見率の低減 　生産性を高める

　オプション検査費用補助 　オプション検査利用率 ・健診結果に基づく 　（対象項目： ・安心して働ける職場をつくり、

・健診結果に基づく保健指導 ・保健指導実施率 　改善行動実施率 　　血圧、脂質、血糖、腹囲） プレゼンティーイズムの改善 　人材の定着・育成と

・身体の不調に関する相談対応 仕事の自己評価 　事業の持続的な成長につなげる

健康な時の仕事の出来を100％とした評価

・ストレスチェック受検率 ・相談窓口認知率

・ストレスチェックの実施 ・対象者への面接指導案内率 ・必要時に相談できた ・高ストレス者率の低減 ワーク・エンゲイジメント

・高ストレス者への面接指導案内 　従業員割合 ① 身体の健康を守る

・相談窓口の周知・相談対応 ② 精神の健康を守る

ストレスチェック80問で実施・調査 ③ 健康に働ける環境を整える

④ 健康情報の活用力を高める

疲労が翌日まで残る従業員の割合

・労働時間・業務量の ・年次有給休暇取得率 ・翌日に疲労が残る →有給取得日数

・労働時間・業務量の確認と調整 　確認実施率 ・休憩を確保できている 　従業員割合の低減

・休憩・有給休暇の取得促進 ・作業環境チェック実施率 　従業員割合

・在宅を含む作業環境の確認・助言

・自分の健康状態を把握し、

高ストレス者の割合 　必要な受診・相談ができる

→メンタル不調による休職者の割合 ・心身の健康を保ち、

・睡眠で休養がとれている 　仕事で力を発揮できる

・健康情報発信回数 ・研修内容の理解率 　従業員割合の向上・ ・勤務時間・場所にかかわらず、

・健康情報の定期発信 ・健康研修参加率 ・健康行動の継続実践率 　健康意識の変化の向上率・ 　安心して相談・協力できる

・睡眠・食事・運動などの健康研修 　健康行動の実践率の ・健康知識を生活に活かし、

・社内の専門知識の共有 　維持、向上 　健康行動を続けられる

① 身体：健康保持と疾病予防 ・上司・同僚に相談しやすい関係

② 精神：健康保持と早期相談 ・必要な業務調整と

③ 労働環境： 　専門職への連携

　 健康に働ける環境整備 ・勤務形態に応じた支援

④ ヘルスリテラシー：

　 健康情報の理解・活用

健康づくりの重点テーマ

▶

② 精神の健康保持・早期相談

・健診・ストレスチェック等に基づく評価

推進体制と評価

④ ヘルスリテラシーの向上

③ 労働環境・働き方の整備

▶

・勤務時間・場所によらない参加機会 ・健康情報の適切な管理

▶

・施策・相談窓口・利用方法の周知

年間10%未満維持

2.51以上

▶ ▶

▶

産業保健サービス株式会社

▶

施策の実施状況

健康投資の効果

健康関連の目標

▶

健康経営戦略マップ

健康投資

作成年：2026年6月　　改訂日：2026年9月30日　　目標年：2028年

意識・行動の変化

▶ ▶

経営方針
KGI

① 身体の健康保持・疾病予防

▼

評価方法：健診・ストレスチェック・勤怠データ・年次アンケート。対象項目・設問・集計方法を統一し、2026年度実績を基準に評価する。

年間6日以上

▶

▼

・経営・人事・産業保健の役割分担

▶ ▶

当社の働き方：フルフレックス／在宅勤務・週1程度の出社／企業訪問と健診結果処理

健康経営の目標

・経営層による方針の発信

職場の支援

健康経営の推進方針

平均 80% 以上

方針の浸透

すべての健康投資を支える組織基盤


